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第１章 人口ビジョンの策定・更新にあたり 

 
１．策定の背景 

●我が国の総人口は２０１０年から減少局面を迎えており、国立社会保障・人口問題研究所の推計

によると、このまま人口減少が続けば２０７０年には総人口は８,７００万人にまで減少するとされて

います。 

 

●２０２４年４月、民間の有識者で構成されている「人口総合戦略会議」が、「日本の地域別将来推

計人口（２０２３年推計）」に基づき、人口から見た全国の地方自治体の「持続可能性」について

分析しました。人口の出生率の「自然減」と人口流出の「社会減」の両面から「自立持続可能性

自治体」「ブラックホール型自治体」「消滅可能性自治体」に分類しました。「自立持続可能性自

治体」とは、２０～３９歳の若年女性人口の自然減・社会減の影響が抑えられている自治体。「ブ

ラックホール型自治体」とは、人口の増加分を他地域からの人口流入に依存しており、しかも当

該地域の出生率が非常に低い自治体。「消滅可能性自治体」とは、２０～３９歳の若年女性人口

における減少率が大きい自治体と定義しています。 

全国１,７２９自治体のうち、６５の自治体が「自立持続可能性自治体」、２５の自治体が「ブラック

ホール型自治体」、７４４の自治体が「消滅可能性自治体」として分析されました。福島県内では

５９市町村のうち、３３の自治体（浜通りの１２自治体は東日本大震災の影響等により対象外）が

「消滅可能性自治体」に該当しましたが、本村においては上記分類には該当しませんでした。た

だし、若年女性人口が減少する見込みであるため、減少状況によって、必要な対策を講じなけれ

ばならないとされています。 

 

●こうした人口減少社会に対応するため、国は２０１４年に「まち・ひと・しごと創生法」を策定し、「ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略」及び「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」を閣議決定しました。ま

た、２０１９年に上記総合戦略及び長期ビジョンを改訂し、２０２２年にはデジタル技術活用のため

「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に代わり「デジタル田園都市国家構想総合戦略」を閣議決定

しました。 

 

●国は、まち・ひと・しごと創生法第８条の規定により、総合戦略を定めるにあたっては、人口の現状

及び将来の見通しを踏まえるものとしていることから、地方版総合戦略を定めるにあたっても、地

方自治体の人口の現状及び将来の見通しを踏まえることから、「地方版人口ビジョン」を策定す

ることが求められています。 

 

●このことを受け、本村において２０２５年の総合戦略改訂に合わせ、２０１６年に策定した「中島村

人口ビジョン」を更新することとします。 
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●総合戦略は、人口ビジョンで定める長期的な人口の将来展望を実現させるために直近５年間で

取り組む施策を示すものです。 

 

●人口ビジョン及び総合戦略は、村の最上位計画である総合振興計画のうち、人口の歯止めに係

る施策（産業振興、移住・定住促進、子育て・結婚支援、ＤＸ等）に特化し、その内容を示すもので

す。 

●中島村人口ビジョンは、２０７０年までを対象期間として人口の将来展望を行うこととします。 

２．総合振興計画・総合戦略との位置づけ 

３．対象期間 
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第２章 中島村の人口に係る現状分析 

 
１．人口動向の状況 

１-１．人口の推移 

本村の総人口は、２０００年まで増加していましたが、以降は減少に転じ、２０２０年時点で 

４,８８５人となっています。年齢３区分別でみると、１５歳以上６５歳未満の生産年齢人口は総人

口と同じく２０００年をピークとして２０１０年まで横ばい、２０１５年以降は減少しています。また、

１５歳未満の年少人口は１９９０年以降減少しているのに対し、６５歳以上の高齢者人口は常に

増加しており、２０２０年時点の高齢化率は３０.３％となっています。なお、２０００年に高齢者人

口が年少人口を逆転しました。 

図表１ 総人口・年齢３区分別人口の推移 

図表２ 年齢３区分別比率の推移 

（１）総人口・年齢３区分別人口 

資料：国勢調査 
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（２）１５歳以上４０歳未満の女性人口の推移 

概ねの出産年齢人口に該当する１５歳以上４０歳未満の女性人口の推移をみると、２０００年

までは年によって増減があるものの８００人近くまで推移していましたが、以降は減少を続けて

おり、２０２０年には５１７人となっています。 

図表３ １５歳以上４０歳未満の女性人口の推移 

人 

資料：国勢調査 

（３）年齢別高齢者人口の推移 

高齢者人口はこの４０年で約２.７倍に増加しており、特に７５歳以上の高齢者人口は約３.５

倍の伸びとなっています。一方、６５歳～７４歳の高齢者人口は２０００年をピークに減少傾向で

したが、２０１４年に村内に特別養護老人施設が立地したこともあり、２０１５年以降再び増加し

ています。 

図表４ 年齢別高齢者人口の推移 

資料：国勢調査 

人 
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（４）人口ピラミッド 

本村の人口ピラミッドは、１９８０年は３０代以下の世代が多い「釣鐘型」となっていましたが、

２０２０年には子どもの数が一度増加したものの再度減少し、６５歳前後の世代が増え、中心が

すぼまる「ひょうたん型」となっています。 

図表５ 男女別、年齢５歳階級別の人口推移 

１９８０年 

９０歳以上 
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資料：国勢調査 
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１-２．人口動態の推移 

（１）合計特殊出生率の推移 

本村の合計特殊出生率は、２０１３年～２０１７年にやや増加したものの減少傾向にあります。

福島県の数値よりも高い数値で推移していましたが、２０１３年以降は逆転しています。 

図表６ 合計特殊出生率の推移 

 １９８３年～ 

１９８７年 

１９８８年～ 

１９９２年 

１９９３年～ 

１９９７年 

１９９８年～ 

２００２年 

２００３年～ 

２００７年 

２００８年～ 

２０１２年 

２０１３年～ 

２０１７年 

２０１８年～ 

２０２２年 

中島村 ２.３１ ２.０３ ２.００ １.８１ １.６０ １.４９ １.５３ １.３５ 

福島県 １.９７ １.８２ １.７３ １.６４ １.５２ １.４８ １.５６ １.３７ 

全国 １.７３ １.５３ １.４４ １.３６ １.３１ １.３８ １.４３ １.３３ 

 

０ 

※合計特殊出生率とは、１人の女性が生涯に生む子どもの数の平均を示す指標。 

資料：人口動態保健所・市町村別統計 

（２）自然動態〔出生・死亡〕の推移 

出生数は２０２０年頃まで横ばいで推移していましたが、２０２１年以降は２０人台まで減少し

ています。また死亡数との差し引きでは、全ての年でマイナス超過（出生数よりも死亡数が多

い）となっています。 

図表７ 出生数と死亡数の推移 

人 

資料：中島村住民基本台帳 
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（３）社会動態〔転入・転出〕の推移 

転入数と転出数の差し引きでは、数年に一度プラス超過（転出数よりも転入数が多い）とな

りますが、マイナス超過（転入数よりも転出数が多い）が多くなっており、年あたりの平均で１０

人の減少となっています。 

図表８ 転入数と転出数の推移 

資料：中島村住民基本台帳 

人 
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（４）年齢階級別の人口移動の状況〔男性〕 

男性の移動状況は、１０代の転出が多く、２０代で転入がみられる傾向が続いています。ただ

し、近年では１０代～２０代の転入・転出が緩やかになっています。 

資料：国勢調査 

（５）年齢階級別の人口移動の状況〔女性〕 

人 

図表９ 男性：年齢階級別の人口移動状況 

女性の移動状況も男性同様に、１０代の転出が多く、２０代で転入がみられる傾向が続いて

います。ただし、近年では２０代の転入規模は縮小傾向がみられます。 

図表１０ 女性：年齢階級別の人口移動状況 

※２０１０年→２０１５年は、東日本大震災の影響により統計値無し。 

人 
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（６）転入前・転出先自治体 

２０１６年から２０２０年にかけて、本村へ転入した方の転入前自治体をみると、男女ともに上

位４位が白河市、矢吹町、郡山市、須賀川市と近隣の主要な自治体が多くなっています。 

また、２０１６年から２０２０年にかけて、本村から他自治体へ転出した方の転出先自治体を

みると、男女ともに上位３位が白河市、矢吹町、東京都となっています。また、５位は埼玉県とな

っています。 

転出入者の県内外の内訳では、転入者・転出者ともに福島県内での移動が多数を占めて

います。 

図表１１ 男女別転入前・転出先自治体（上位５自治体、福島県内以外は都道府県単位） 

転入前自治体 転入先自治体 

男性（３４０人中） 女性（３４２人中） 男性（３７３人中） 女性（３８３人中） 

自治体 人数 自治体 人数 自治体 人数 自治体 人数 

白河市 57 白河市 80 白河市 54 白河市 42 

矢吹町 27 矢吹町 46 矢吹町 32 矢吹町 39 

郡山市 23 郡山市 29 東京都 24 東京都 23 

須賀川市 20 須賀川市 19 須賀川市 20 郡山市 22 

埼玉県 13 石川町 11 埼玉県 15 埼玉県 14 

 

図表１２ 転出入者の県内外内訳 

資料：中島村住民生活課資料 
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１-３．通勤・通学による流入・流出の推移 

（１）通勤（１５歳以上）の流入・流出 

本村の通勤における流出入の状況は、約１,６００人が村外へ働きに出ている状況となってい

ます。通勤先としては、県内隣接自治体で約１,０００人となっています。 

一方、本村へは村外から約１,１００人が通勤している状況となっており、村外からの通勤も県

内隣接自治体からの流入が全体の約６５％を占めています。なお、本村の通勤による人口移動

は流出超過で約４７０人となっています。 

 定義 中島村へ通勤 中島村から通勤 差 

村内在住 ― 1,181人 ― ― 

県内隣接自治体 
白河市、泉崎村、 

矢吹町、石川町 
767人 1,089人 -322人 

その他県内自治体 
上記以外の福島 

県内自治体 
369人 496人 -127人 

栃木県 栃木県内自治体 0人 11人 -11人 

福島県・栃木県 

以外の都道府県 
― 3人 17人 -14人 

 

図表１３ ２０２０年の通勤の流出・流入の状況 

図表１４ 通勤者の流出・流入の状況 

中島村 

村内在住・村内通勤 

１,１８１人 

県内隣接自治体 

その他県内自治体 

栃木県 

福島県・栃木県 

以外の都道府県 

７６７人 

１,０８９人 

３６９人 

４９６人 

０人 

１１人 

３人 

１７人 

資料：国勢調査 
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  （２）通学（１５歳以上）の流入・流出 

本村の通学における流出入の状況は、村内には高等学校以上の教育機関が存在しないた

め、１８０人が通学のため村外に出ている状況となっています。通学先としては、県内隣接自治

体で約１００人となっています。 

図表１５ ２０２０年の通学の流出・流入の状況 

 定義 中島村へ通学 中島村から通学 差 

村内在住 ― 29人 ― ― 

県内隣接自治体 
白河市、泉崎村、 

矢吹町、石川町 
7人 106人 -99人 

その他県内自治体 
上記以外の福島 

県内自治体 
0人 58人 -58人 

栃木県 栃木県内自治体 0人 5人 -5人 

福島県・栃木県 

以外の都道府県 
― 0人 11人 -11人 

 

図表１６ 通学者（１５歳以上）の流出・流入の状況 

中島村 

村内在住・村内通学 

29人 

県内隣接自治体 

その他県内自治体 

栃木県 

福島県・栃木県 

以外の都道府県 

７人 

１０６人 

０人 

５８人 

０人 

５人 

０人 

１１人 

資料：国勢調査 

     学校教育課資料 
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0%
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40%
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80%

100%

20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳

中島村（2020年） 中島村（2015年） 中島村（2010年）

福島県（2020年） 全国（2020年）

94.7%

76.5%

53.0%

36.5%
26.6% 25.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳

中島村（2020年） 中島村（2015年） 中島村（2010年）

福島県（2020年） 全国（2020年）

１-４．婚姻状況の推移 

（１）未婚率〔男性〕の推移 

本村の男性の未婚率は、３５～３９歳を除いて常に上昇しています。また、近年だと４０歳以降

は全国や福島県よりも高くなっています。 

図表１７ 男性：未婚率の推移 

※数値は、中島村（２０２０年）のみ表記 資料：国勢調査 

（２）未婚率〔女性〕の推移 

女性の未婚率は、２０２０年に２０～２４歳の数値が全国や福島県よりも高くなっていますが、 

２５歳以降は低い水準で推移しています。 

図表１８ 女性：未婚率の推移 

※数値は、中島村（２０２０年）のみ表記 資料：国勢調査 
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946 
757 697 533 504 476 551 491

931 
1,009 1,101 

1,184 
1,067 975 

1,090 1,140

612 751 
880 958 

1,065 
1,107 

1,237 1,171

2,489 2,517 
2,678 2,675 2,636 2,558 

2,885 2,818

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年

第一次産業 第二次産業 第三次産業 総就業者数

２．雇用・就業の状況 

２-１．雇用や就労状況等の推移 

（１）産業別就業人口の推移 

本村の産業別就業人口の第一次産業については、２０１５年を除いて減少傾向にあり、 

２０２０年の人口は１９８５年の人口の約半分となっています。 

第二次産業は、増減を繰り返しながら推移しており、ほぼ横ばいとなっています。 

第三次産業は、一貫して増加傾向にありましたが、２０２０年は減少しています。しかし、 

１９８５年の人口と比較すると、２０２０年の人口は倍近くまで増加しています。 

総就業者数は２０１０年まで横ばいで推移していましたが、２０１５年に急増しています。 

図表１９ 産業別就業人口の推移 

人 

資料：国勢調査 
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（２）男女別産業人口及び特化係数の状況 

本村における産業別の就業人口をみると、男女ともに「農業・林業」「製造業」の２つがほと

んどとなっており、男性では次いで「建設業」、女性では次いで「医療・福祉」が多くなっていま

す。 

産業別特化係数においても、「農業・林業」「製造業」の２つの業種が多くなっているほか、

「複合サービス業（郵便局、農業協同組合等）」も１を超えて多くなっています。 

図表２０ 男女別産業人口及び特化係数の状況（２０２０年） 

人 

資料：国勢調査 

※特化係数とは、地域のある産業が、全国と比較してどれだけ特化しているかを見る係数であり、特化係数が１であれば全国と同様、 

１以上であれば全国と比較してその産業が特化していると考えられる。 
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（３）年齢階級別職業人口の状況 

主な産業別の男女別年齢階級別の就業者の割合は、「農林漁業」では男女とも６０歳以上

が６割以上を占めており、高齢化が進んでいることがうかがえます。 

４０歳未満の世代では、男性で「サービス職業従事者」が、女性では「保安職業従事者」が

５割以上と他の産業に比べて割合が高くなっています。 

図表２１ 年齢階級別職業人口の状況（２０２０年） 

※管理的職業従事者・・・会社役員、公務員管理職等 

専門的・技術的職業従事者・・・科学研究者、農林水産鉱業・食品技術者等 

保安職業従事者・・・警備員等 

輸送・機械運転従事者・・・機関車・電車・自動車・船舶・航空機などの運転・操縦、その他関連する業務の従事者。 

運搬・清掃・包装等従事者・・・運搬・配達・梱包・清掃・包装等の従事者。 

資料：国勢調査 

総数（男性）

総数（女性）

管理的職業従事者（男性）

管理的職業従事者（女性）

専門的・技術的職業従事者（男性）

専門的・技術的職業従事者（女性）

事務従事者（男性）

事務従事者（女性）

販売従事者（男性）

販売従事者（女性）

サービス職業従事者（男性）

サービス職業従事者（女性）

保安職業従事者（男性）

保安職業従事者（女性）

農林漁業従事者（男性）

農林漁業従事者（女性）

生産工程従事者（男性）

生産工程従事者（女性）

輸送・機械運転従事者（男性）

輸送・機械運転従事者（女性）

建設・採掘従事者（男性）

建設・採掘従事者（女性）

運搬・清掃・包装等従事者（男性）

運搬・清掃・包装等従事者（女性）

分類不能の職業（男性）

分類不能の職業（女性）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上
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（４）産業別総生産額の推移 

本村の総生産額は３年ごとに増減を繰り返していましたが、２０１９年に急増し、２０２２年に

再度減少しています。産業別の総生産額の推移をみると、第一次産業は横ばいで推移してい

ますが、２０１５年に１０億円を超えると、以降下回ることなく推移しています。第二次産業では総

生産額同様に３年ごとに増減を繰り返していましたが、２０１９年に急増。２０２０年には１００億

円を上回りました。第三次産業はやや増加傾向でしたが、２０２１年から減少しています。 

図表２２ 産業別総生産額の推移 

資料：福島県統計年鑑 

百万円 
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３．財政の状況 

３-１．行政状況の推移 

（１）歳入の推移 

一般会計の歳入総額は、約３０億円で推移しています。しかし、２０１８年には約５６億円、 

２０２０年には約４６億円と突出しています。２０１８年はふるさと納税の寄附金が、２０２０年は新

型コロナウイルス感染症による国庫支出金が増加したことにより総額が増加しています。 

歳入内訳としては、村税は横ばいで推移していますが、そのほかは増減を繰り返しています。 

資料：中島村総務課資料 

万円 

図表２３ 歳入決算額の推移 
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（２）歳出の推移 

一般会計の歳出総額は、増減を繰り返しており、平均で約３０億円となっています。内訳とし

てはどの科目も横ばいですが、２０１８年にはふるさと納税募集にかかる費用が増え、総務費が

前年と比較して約４倍と急増しています。 

万円 

資料：中島村総務課資料 

図表２４ 歳出決算額の推移 
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第３章 将来人口の推計とその分析 

 
将来人口の推計を行うにあたっては、国提供のワークシートを用いて国立社会保障・人口問題研究

所（以下、「社人研」という）による「日本の地域別将来推計人口（２０２３年推計）」と、出生に関する

仮定値である将来の合計特殊出生率等と移動に関する仮定値である将来の純移動率等とを独自に

設定することで推計（コーホート要因法による将来人口推計）の２パターンの推計を行うことが採用さ

れています。 

そのため、本村の人口推計を行うにあたっては、国の「地方版総合戦略の策定等に向けた人口動

向分析・将来人口推計の手引き（２０２４年６月版）」に準拠した形で行うこととします。 

図表２５ パターン別の推計概要 

 推計法 

パターン１ 

（社人研推計準拠） 

パターン２ 

（中島村独自推計） 

基準年 ２０２０年 ２０２０年 

推計年 ２０２５年～２０７０年 ２０２５～２０７０年 

概要 主に２０１５年から２０２０年の人口

の動向を勘案し将来の人口を推計 

社人研推計をベースに、移動に関

して異なる仮定を設定 

出生に関する仮定 原則として、２０２０年の全国の子ど

も女性比（１５～４９歳女性人口に

対する０～４歳人口の比）と各市町

村の子ども女性比との比をとり、そ

の比が２０２５年以降２０５０年まで

一定として市町村ごとに仮定。 

パターン１と同様 

死亡に関する仮定 原則として、５５～５９歳→６０～６４

歳以下では、全国と都道府県の２０

１５年から２０２０年の生存率から算

出させる生存率を都道府県内市町

村に対して一律に適用。６０～６４歳

→６５～69 歳以上では上述に加え

て都道府県と市町村の２０１０年

→2015年の生存率の比から算出

される生存率を市町村別に適用。 

移動に関する仮定 原則として、２０１５年～２０２０年の

国勢調査（実績）に基づいて算出

された純移動率が２０２５年～

2030 年までに低率で０.５倍に縮

小し、その後はその値を２０４５年～

２０５０年まで一定と仮定。 

全国の移動総数が社人研の

2020～２０２５年の推計値から縮

小せずに、２０４５～２０５０年まで概

ね同水準で推移すると仮定。 
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１．本村における基本推計 

本村における人口ビジョンの人口推計は、以下の方法で行います。 

▶人口の実績は、２０１５年、２０２０年の住民基本台帳データ（１０月１日時点）を用います。 

▶社人研の推計に準拠して推計を行います。 

▶合計特殊出生率は、２０１８～２０２２年の実績を参考に、１.３５を一定として設定します。 

上記の考え方に基づき推計を行った結果が【図表２６】のグラフとなります。この推計結果は、概ね

現状の推移が今後も続くとものとして見込んだものとなります。 

推計によると、２０４５年には４,０００人を割り込み、さらにその２０年後の２０６５年には３,０００人を割

り込む見通しとなります。 

図表２６ 本村の人口見通し（村基本推計） 

人 
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２．人口減少段階の分析（村基本推計をベースとして） 

人口の減少は、一般的に「第１段階：若年減少、老年増加」「第２段階：若年減少、老年維持・微

減」「第３段階：若年減少・老年減少」の３段階を経て進行するとされています（平成２７年版厚生労

働白書）。 

本村においては、おおむね２０３０年までは人口減少と高齢者人口の増加が同時に進む第１段階の

期間となりますが、２０５０年までには高齢者人口も横ばい推移に入り、２０５５年以降は高齢者人口の

減少が進む第３段階へ移る見通しとなります。 

２０７０年において、年少人口は２０２０年の約３割、生産年齢人口は２０２０年の約４割程度の規模に

なることが見込まれます。 

図表２７ 本村の人口減少段階（数値は、２０２０年を１００とした場合の比率） 

％ 
第１段階 第２段階 第３段階 
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３．将来人口に及ぼす自然増減・社会増減の影響度の分析 

３-１．村基本推計をもとにしたシミュレーション 

自然増減・社会増減の将来人口に及ぼす影響度を分析するため、「村基本推計」をベースとした２

通りのシミュレーションを行いました。 

シミュレーションの結果、２０７０年の人口を村基本推計の結果と比べると、シミュレーション１では約

50人の増加、シミュレーション２では約５００人の減少抑制となりました。 

なお、国の人口ビジョンにおいては、国民の希望を実現させることを前提として、合計特殊出生率が

２０３０年には１.８程度、２０４０年には２.０７程度になることを見込んでおり、今回のシミュレーション１

の考え方に近い推計方法を採用しています。 

推計法 概要 

シミュレーション１ 

（自然増減の影響） 

仮に、合計特殊出生率が２０７０年までに人口置換水準（人口を長期的

に一定に保てる水準の２.１）まで上昇したとした場合。 

シミュレーション２ 

（社会増減の影響） 

仮に、合計特殊出生率が２０７０年までに人口置換水準（人口を長期的

に一定に保てる水準の２.１）まで上昇し、かつ人口移動が均衡したとし

た場合（転入・転出数が同数となり、移動がゼロとなった場合）。 

 

図表２８ シミュレーションの考え方 

図表２９ シミュレーション別の総人口の推移 
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３-２．村基本推計をもとにしたシミュレーション 

シミュレーションの結果、本村は自然増減の影響度が「１：１００％未満」、社会増減の影響度が「２：

１００～１１０％」となっており、社会増減が本村の人口構成に影響を及ぼしていることがわかります。本

村において、転入の増加・転出の抑制が重要な課題といえます。 

図表３０ 自然増減、社会増減の影響度 

分類 計算方法 影響度 

自然増減の 

影響度 

シミュレーション１の２０５０年推計人口＝３,５２２人 

村基本推計の２０５０年推計人口＝３,５３４人 

                         ⇒３,５２２/３,５３４≒９９.７％ 

１ 

社会増減の 

影響度 

シミュレーション２の２０５０年推計人口＝３,７２７人 

シミュレーション１の２０５０年推計人口＝３,５２２人 

                         ⇒３,７２７/３,５２２≒１０５.８％ 

２ 

 

※自然増減の影響度：シミュレーション１の総人口/村基本推計の総人口の数値に応じて、以下の５段階に整理。 

  「１」＝１００％未満、「２」＝１００～１０５％、「３」＝１０５～１１０％、「４」＝１１０～１１５％、「５」＝１１５％以上 

※社会増減の影響度：シミュレーション２の総人口/シミュレーション１の総人口の数値に応じて、以下の５段階に整

理。 

  「１」＝１００％未満、「２」＝１００～１１０％、「３」＝１１０～１２０％、「４」＝１２０～１３０％、「５」＝１３０％以上 
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４．村独自の人口推計 

ここでは、村の現状や国・福島県の「人口ビジョン（国は長期ビジョン）」を参考にして、一定の出生

率及び社会動態の前提条件を設定し、２０７０年までの人口の見通しを試算します。 

４-１．出生率の仮定 

国の長期ビジョンでは、国民の希望出生率を１.８と算出しており、２０３０年に出生率１.８の実

現、２０４０年には人口置換水準にあたる２.０７を実現するものとして人口推計を行っています。 

福島県の人口ビジョンでは、“福島県民の希望出生率１．５１の実現”を２０４０年の目標として出

生率を設定しています。 

本村の出生率については、これまでの実績として合計特殊出生率が国や県よりも上回る水準で

推移しており、アンケート結果においても、現状の子ども数は「１人」や「２人」が多くなっています

が、理想の子どもの数としては「２人」や「３人」という回答が多くなっています。そのため、国で定め

る“国民の希望出生率２.０７”の２０４０年の実現を本村においても目標として設定することとしま

す。 

４-２．社会動態の仮定 

福島県においては、国長期ビジョンにおける「２０３０年に東京圏と地方の転出入を均衡させる」

という考え方に基づき、“２０２０年に社会動態±０を実現”を目標に設定しています。 

仮に福島県全体で“社会動態±０”となったとしても、県内自治体間では人の流出入の傾向は

今後も続くことが大いに考えられます。本村の住民の転出先としても白河市や矢吹町、郡山市など

県内自治体が多い傾向があります。そのため、出生率の実現を前提のもと、２０４０年及び２０６０

年の人口の減少割合が県と同等になるよう、移住・定住促進策を推進し、その実現を目指します。 
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  ４-３．推計結果 

出生率及び社会動態の仮定を踏まえて算出した村独自推計の結果は以下の通りとなります。 

現時点での本村における人口の将来展望は次の通りです。 

２０４０年 ４,０００人台 

２０６０年 ３,０００人台 

人 

図表３１ 将来人口の村基本推計と村独自推計 
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